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地球流体分野におけるWebサーバーソフトウェアGfdnaviにおけるプログラム可能
性
Programmability in Web server software for geophysical fluid sciences, Gfdnavi
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地球流体分野をはじめ、さまざまな科学分野において、データの配布やデータ共有のため、Web技術を利用したサー
バーが多く利用されている。しかし、それらのほとんどは、データの管理・配布が主な目的であり、それらのデータを
利用した解析・可視化の機能は、あったとしても限定的である。また、研究過程において、それらの解析・可視化の結果
に知見を加えた文書を残すことは必須であるが、データサーバーがそのような知見文書の作成・管理の仕組みをもって
いるものは、著者が知る限り皆無である。そこで、我々は、データ生産過程以降の研究プロセスの多くをカバーするこ
とができるWebサーバーソフトウェア Gfdnaviを開発した。

ファセットナビゲーション検索やサーバー間横断検索、解析・可視化機能におけるプログラム可能性、知見文書中の
図の再描画など、研究用途で利用価値が高い機能の実装を行ってきた。特に、解析・可視化におけるプログラム可能性、
つまり、サーバーにあらかじめ用意されている解析・可視化手法だけではなく、各研究者が独自の手法を実行できるこ
とは、研究分野においては必須であると考えている。Gfdnaviでは、プログラム可能性を実現するために、さまざまな機
能の実装を行っている。
ユーザーは独自の解析・可視化手法をサーバーに登録し、GUIを含むすべてのユーザーインターフェースから利用可

能にすることがかのうである。また、RESTfulなWebサービスおよび、オブジェクト指向なクライアントライブラリを
実装し、Webサーバ上のリソースと、プログラム中のオブジェクトを 1:1対応させることにより、ユーザーは、すべて
の Gfdnaviの機能をローカルで実行されたプログラム中からアクセス可能である。
加えて、GUIでの結果を再現するスクリプトをダウンロードすることができるため、GUIでの試行錯誤的な解析・描

画から、プログラミングによる実行への遷移が容易なものとなっている。

このように、幅広い研究過程で利用可能な機能の実装を進めてきたが、まだ、実効性能やセキュリティー等いくつか
問題も残っており、今後、さらなる改良を行う予定である。


